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令和７年１月８日(水) 

檜 小 だ  よ  り 

可能性に出合える場 
校長 下川 耕史 

２０２４年９月、日本時間の１３日に、日本の研究チームがイグ・ノーベル賞を受賞しました。イグ・ノ

ーベル賞はノーベル賞のパロディーともいわれるもので、「人々を笑わせ考えさせた」ユニークな研究に与

えられる賞です。今回は、東京医科歯科大学と大阪大学で教授を務める武部貴則さんらの研究チームが、ブ

タなどの動物に「お尻から呼吸する能力があることを発見した」と評価されて「生理学賞」を受賞しました。

と、このような文脈ですと、大変ふざけた研究に聞こえてしまうかもしれませんが、とても意義のある研究

です。武部教授自身も、「皆さん『お尻』と聞くとちょっとおもしろい話題のように感じると思いますが、

いつもとは違って医療の新たな可能性を感じてもらえればうれしい」と話されたそうです。イグ・ノーベル

賞の日本人の受賞は、なんと１８年連続です。「日本とイギリスは突出して多くの受賞者を出していますが、

それは日本とイギリスでは、本当に風変わりなアイデアを思いついた人を排除することなく大切にして、自

分たちの中の1人として受け入れてきた結果です。そうした小さなことの積み重ねがあって、両国はいまや

誰もが使っているさまざまな技術の開発に大きな成功を収めてきたのです」との分析もあります。武部教授

の研究論文は、3年前の2021年、新型コロナウイルスの感染拡大によって各地の医療機関で重い肺炎の

患者が相次ぐ中、発表されました。呼吸不全の新たな治療法として、実用化に向けた研究は現在も進められ

ていて、ことし6月には武部教授が創業したベンチャー企業などが安全性などを確認する臨床試験を始めて

います。受賞後には、医療の分野だけでなく、アスリートなどからも多くの問い合わせが来ています。科学

の間口はとても広く、可能性に満ち満ちているのです。 

檜原小学校にも素晴らしい研究チームがありますので、ご紹介します。峰㟁樹君、田中煌大君、吉田壮佑

君の石好き３名を中心とし、鳴島花さん、青栁幸さん、嶋田美織さんを含めた６年生たちがサポートするチ

ームです。檜原小学校は、毎年東京都小学生科学展に６年生の研究成果を発表しています。今年は「檜原村

の秋川周辺の岩石分布（特に火成岩に注目して）」というテーマでした。研究を深めるために、秋川流域ジ

オの会所属の田野倉勝則様を講師として招き、学校周辺の北秋川に実際に足を運び、専門的な知見をご教授

いただきました。研究結果は小学生の研究とは俄かに信じられないような、大変示唆に富んだ本格的なもの

です。この研究は、下記の日程で展示が行われますので、ぜひご覧ください。 

 日時：令和７年１月２４日（金）～２６日（日） 

    午前１０時～午後５時まで（最終受付午後４時３０分） 

 場所：東京たま未来メッセ（八王子市明神町３－１９－２） 

また、２５日（土）には、１１：００～１１：５０の中で、口頭発表も行われます。 

檜原小学校には石に興味をもっている子がたくさんいます。理科を担当している奥山先生は、地方にまで

遠征して様々な岩石を持ち帰り、理科室に標本として展示していたり、自由に触れる資料としてさりげなく

置いてくださったりしています。学校の敷地内の一角には、子供たちが宝探しのように物色しながら好きな

石を探せるスペースも作ってくださっています。理科の授業の中で、発掘を楽しめる授業があったりもしま

す。石に限らず、子供たちが好きなもの、興味のあるものに出合い、触発され、探究していける。それがそ

の子の人生においてかけがえのない宝物となる。学校がそんな場であればと思います。 

（参考）NHK NEWSWEB 

 
「ふるさと檜原学習発表会」について  ※保護者の皆様には、後日、お知らせを配布いたします。 
日 時：令和７年2月1日(土) ９：１５～１１：２０ 
場 所：本校体育館 
その他：地域の方の参観に関しては、右記の二次元コードより事前の申し込みが必要になります。 



ユニセフ募金活動 
 
 
 
 

 1２月４日、５日に企画委員会の児童と生徒会の
生徒を中心に、ユニセフ募金活動が行われました。
皆さまからのご協力の結果、今年度は檜原学園全体
で、￥２７，７５２円の募金が集まりました。ユニ
セフへ送金を行い、支援が必要とされる世界の子供
たちの生命と健やかな成長を支える大きな力とな
ります。ご協力、本当にありがとうございました。  

企画委員会担当  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の生活目標 
 
 

  

冬休みが終わり、一年で最も寒い季節がやってきま

した。寒さの厳しい時期は、体調を崩しやすくなりま

す。ご家庭でのお子様の健康管理につきまして、ご協

力をどうぞよろしくお願い致します。  

１月の生活目標は、「きまりを守って生活しよう」で

す。学期のはじめの生活目標は日常生活で大切にして

ほしいことを目標にしています。生活をしていくうち

に変わっていくきまりや忘れてしまったきまり等を学

校全体で確認することで、これからも全ての子供たち

が健康・安全に生活することができるよう取り組んで

いきます。ご家庭でも登下校のやくそく等、一緒に確

認していただければと思います。 

 生活指導部 

 

 社会科見学（5年） 
１２月２０日（金）に社会科見学で、日産車体湘南工場と

キリンビバレッジ湘南工場に行きました。 

日産車体湘南工場では、生産ラインを間近で見ることが

でき、大興奮の子供たち。最新の技術や環境への配慮につ

いて深く知ることができました。 

キリンビバレッジ湘南工場では、バーチャル映像を見て

おいしい飲み物ができるまでの過程を知ったり、ゴミや二

酸化炭素を減らす取組などについても学んだりしました。

たくさんの学びがあった社会科見学になりました。  

 

 

 

5年担任  

社会科見学（4年） 
  
１２月１９日（木）は社会科見学で、西秋川衛生組

合・羽村浄水場・羽村取水堰（玉川兄弟の像）・羽村市

郷土史料館・まいまいず井戸に行ってきました。 

4年生はゴミや水などの生活に直結するものがどの

ように安心・安全に使えているのかを学びます。実際

に現地でそれに関わる人から聞くことで子供たちは人

が関わっていることを強く感じ 

ていました。 

また、一生懸命に話を聞く 

6人だったからか、施設の人 

もとても丁寧に質問等に答え 

ていだきました。 

 4年担任  

 

 きまりを守って生活しよう 

 

演劇鑑賞教室   
 

 １２月２３日（月）に演劇鑑賞教室がありました。
「寝太郎物語」という劇で、第一部では、６年生の
代表児童４名による朗読劇（物語のあらすじを簡単
に表現したもの。）を行い、全校で鑑賞しました。
第二部では、本編である「寝太郎物語」を鑑賞しま
した。劇の中では、６年生の代表児童１名が劇の演
者となり参加をし、全校児童で鑑賞しました。劇団
の方へのお礼の言葉でも、感謝の気持ちを込めた感
想を６年生が真剣に伝えていました。 

 

     

 
特活・学芸担当  

 

 

 

西多摩郡連合図工展 

 
令和７年２月１日（土）・２月２日（日）に、西多摩

郡連合図工展がイオンモール日の出・イオンホールで予

定されています。檜原小学校は全児童の作品を展示いた

します。詳細については、後日案内を配布いたしますの

でご確認ください。 

２月１日（土）に檜原小学校にて行われる「ふるさと

檜原学習発表会」参観後や、イオンモール日の出へのお

買い物の際に、お時間にご都合がつきましたら、イオン

ホールに足を運んでいただき、子供たちの作品をご鑑賞

いただければと思います。 

連合図工展担当  

  

   

 

 


